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昭和40年度秋田県内に於て検出した

赤痢困の渫剤耐性について

細菌病理科 茂
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I まえがき

秋田県内に於て分離した赤痢菌の薬剤耐性度は，秋田

県衛生科学研究所報を通じ，毎年報告しているが；今回

は，昭和40年に分離した赤痢菌のうちから94株について

II 検査方法

Dihydrostreptomycin, Chloramphenicol, Tetracycli-

neの3種薬剤を用い，耐性試験を実施したので，その結

果を報告する。

赤痢菌々型，供試菌株及び使用薬剤

(I) 赤痢菌々型

昭和40年 (1月～12月）に，県内各保健所に於て分離

した赤痢菌は第1表のとおり合計223株で，菌型別にみ

た場合，般も多いのは， Sh.sonnei (l相， 2相合せて）

の139株で62.3％を占めている。次は Sh.f!exneri2aの60

株で26.91％を示し，この両者の菌型で分離菌株総数の89

％を占めている。他の菌型の赤痢は，率が低く Sh.f!exn 

第 1表

昭和40年 (1月～12月）衛生科学研究所及び保健所に於て分離した赤痢菌型成績

ri2bの10株（4.48%),Sh.flexneriV. Yの6株（2.69

%), Sh. flexneri3aの5株 (2.24%)で， Sh.flexneril 

a, 3b, 4aに於ては夫々 1株であった。 （分離菌株総数

の1％以下）

施設別にみた場合は，赤痢集団発生のあった管内保健

所である大曲，湯沢の分離菌株数が多く合計146株で，

分離菌株総数の65.5％を示している。

横湯I U I ユI ジ I 計
荘 I島 l曲 1館手沢巣城目鹿（陽性％）

I I I 
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ヽ " 2a I I 4 I 1 I 41 4 | aら1 60 
(26.91) 

I; I/ 2b I I 2 31 | 5 10 
(4.48) 

I/ q 3a I 
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(2.24) 

ク // 3b 1 • I l I 1 I I 
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(0.448) 

ク // 4a I I l | I I I I I I I 1 I I I I 1 
(0. 448) 

ク //V.Y I I 1 I 
|、 1 I I 2 ! I I I I 2 I I I 6 

(2.69) 

Sh. sonnei 1 I l 241 3 I 141 | | (1店I I 6 I 12 ! I I I 
136 
(60.99) 

ケ // 2 I I 1 I I j I I I I I I 2 I I I 
3 
(1.35) 

計 I I 32 I 31 161 41 2l s2I I 13 i 64 I 7 1 I 223 
註，大曲，湯沢保健所の菌株数は，赤痢集団発生時に分離した赤痢菌〔 〕内菌株数を含む。
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(2) 供試菌株

昭和40年に分離した赤痢菌のうち，集団発生時の分離

株を除いた，即ち，病院，診療所，開業医等の一般依頼

検査，及び行政上の保菌者検査等にて分離した94株を実

験に供した。この94株のうちわけは第2表のとおりで，

即ち， Sh. fie血erila-1 株． 2a-5 株， 2h— 8 株， 3a—

1株， 4a-1株， V.Y-5株と， Sh.sonneiの 1相＿7
2 

株， 2 相— 1 株である。なお，菌株は，分離後2~3 代

のものを使用した8

対照としては，国立予研から分譲を受けたSh.flexner

i la（中村菌種伝研株）を用いた。

第2表

試験に供した赤痢菌

菌 型 1菌株数 1 内 訳

Sh. tlexneri la [ 1 I 花輪1 ： 

ク ，， 2a I 5 | 秋田1,大曲4
ク " 2b I 8 I 秋田1,本荘2，鷹巣5
ク ク 3a• I 1 I 湯沢1
，， 
" 4a I 1 I 湯沢1

ク 1/V.Y I 5 | 花輪1，矢島2,鷹巣2
Sh. sonnei 1 J 721 癸田17,諒1,花輪12曲33, 9 

ク ケ 2 I 1 I 秋田1
計 I 94 I 

(3) 使用薬剤

使用した薬剤は，次の抗生物質3種類である。

(i) Dihydrostreptomycin sulfate-(T) K K製品

（以下SMと記す。）

(ii) Chloramph叩icol

（以下CMと記す。）

tiii) Tetracycline Hydrochloride Crystalline 

Powder-'(N) KK製品（以下TCと記す。）

使用薬剤は，減菌蒸溜水で溶解し， Heart"infusion 

寒天培地を用いて寒天平板稀釈法により実施した。判定

は， 31・c 20~24時間培養後，肉眼的に赤痢菌の発育を

認めたものを耐性「＋」とした。

Powder-(S) KK製品

m 検査成績
耐性試験の結果は第3表のとおりで，供試赤痢菌94株

のうち， SMには92株（97.9%),CMには65株（69.1

%), TCには50株 (53..2%)が2.57/m.e濃度に耐性

を示しているが， 100'1Im.e濃度では， SMに対しては

33株 (35.1%),CMには50株 (53.2¼), TCには49

株 (52.1%)の耐性を示している。 ・

2.57/m.e濃度に於ける使用薬剤3種， 2種，及び1

種に耐性を示すものをみると，第4表のとおりで， SM

CM,TCの3種薬剤に耐性を示すものは49株t52.1%)

'2種薬剤に対してはSM,CMの15床 (16.0%)とC

M,TCの1株 (1.1%)で合計16株 (17.1%),1種

薬剤のみには，•S.Mのみで28株 (29.8%) であった。

2.5,y 1m.e耐性菌のうち100'1/m.eの高濃度に耐性を示

す赤痢菌は第5表のとおりで，即ち， 3種薬剤に対して

は32株（34.0%),2種薬剤にはSM,CMの1株（1.

1%)とC.M,TCの17株（18.1%)で合計18株(19.~%) 

あり， 1種薬剤のみの100'1Im.e耐性菌株は認められら

かった。

なお，供試菌94株のうち， 2．57/m.e濃度のSM,C 

M,TCのいづれかに酎性を示す赤痢菌は93株(98.9%)

であったが，・（第4表）100'1/1[/,.eに対しては50株 (53.2

％）あった。 （第5表）

菌型別にみた湯合は， Sh.flexneri laを除いた供試菌

株は， 2．57/m.e濃度のSM,CM,TCのいづれかに耐

性を示しているが， （第4表） 100'1Im.e濃度に於ては

第5表に示してあるように，Sh.flexneri2bが供試菌8株

中5株 (62.5%)が耐性で，然も， SM,CM, TCの

3種薬剤に耐性を示している。又？ Sh,sonnei l 1相， 2

相合せて）に於ては，供試歯7祁K中45株（61.6%)が耐

性で，そのうちの27株（37.0%)は3種薬剤に耐性であ

'った。上記のSh.flexneri. 2b, Sh, sonnei以外の供試菌

型には，・100,y;m.e濃度の耐性菌は認められなかった。
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第3表 昭和41年分離赤痢菌の抗生物質に対する耐性検査成績 ， 、

薬 剤 |sM |cM  | TC 
菌 型品ぜI叫25-25ト］中51省1叫250|1叫叫25叫5|2.51甜1叫250卜呻叫斗2．斗谷
Sb. flexneri la I 1 I I I I I I I I I I 1 • I I I I I I I I I I I I j I I I 
，，，， 2a| 5 | | 1 1| 1 | 1斗 5|| | | | | | | 1 1 1 | I I I I I I 

: :: ~ 
•,,: V4a] :I I I II I | 1 ] :II i 11 | | III I I I I I I| l 
s: so:ne1 : I 7: | I I 2:|17II •I 1| | 27| 7:II I 3:I ] | I I I 15II 5:I I ] ] II I I ] 4: 
： ；（こ芦］］．1し］ 1 429,7],J[  ll 芦．1し[| 1:53:' 
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第4表 3 種薬剤‘• 2種薬剤及び 1種薬剤耐性赤痢菌々株数 (I) 

薬 剤 I 3 種 I . 2 種 I 1 種 計

sM•CM•TC SM•CM I SM•TC I CM•TC lsMlcMITc 
菌 型品はm、2.s I 2. 5 | 2. 5 | 2.s j 2.sl 2.sl 2.sj • •. 
Sh. flexneri la I 1 l I | I I I I 
クク 2a| 5 | I I I l 5| I I s 
,''I/  2bl 8 | 5 I I I I 31 I | 8 
クク 3a| 1 I I I I l|. I I i 
ク・ク 4a| 1 I I I I l| l 1 
I/ I/ v. YI 5 | | I I - I 5| I . 5 
Sh. sonnei 1 I 72 43 1 1s I I 1 I 131 I.. I 72 
クク 2| 1 I 1 I I I I I I I 1 
計 I 94 |.. 49 I 1s I I . 1 I 281 -I― 1 93 
耐性率（％） s2.1 I 16.0 1 I 1.1 1 29.sl I 98.9 

第5表

薬

汎

ik
嵩

¢

j

i

3種薬剤・ 2種薬剤及 1種薬剤耐性赤痢菌々株数 (2) 

剤は．CM・::|SM • T: | cM. Tc | ?M. TC | SM 1 | cM 1種TC計
菌 型ははfl 1oo_J. _ 100 I . 100 I 100 I 100!叫 100
Sh.flexneri la | 1 | 1 | | | | | | | | 
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，，，， 4a I 1 I ―|  l I I | I I 
，，，，v．Y| 5 | 

I | I I I I I 

Sh. sonnei 1 r・ 72 I 26 1 1 I I 
17 | I • I I 44 

ケク 2| 1 I 1 I.  I I I I I I 1 

計 I 941 32 I 1 I I 11 I I I • I sc 

耐性・率(%) I 34.o 1 1. 1 / I 1a.1 I I I I53.: 

VI-まとめ及びむすび

昭和40年に分離した赤痢菌94株について耐性試験を実

施した結果， 2．57/m£濃度では． SMには92株（97.9

o/o), CMには65株（69.l o/o), T-Cにはso株 (53.2¾) 

に酎性があったが， 1007/ m.eでは， SMには33株

(35,lo/o), CMには50株 (53.2%),TCには49株

(52.91%)に耐性があった。この成績を，昭和37,38, 

39年に比較してみると，第6表に示してあるように，2．5

”m£濃度に対して耐性を示す供試菌株は， SM,C,

M,TCとも，昭和40年が最も高率であり，所謂耐性菌

と思われている10071m.e濃度耐性を示す供試菌株に於

ても， SM,CM,TC各薬剤に対して最も高率を示し

ている。これは，昭和40年の供試菌株のうち， Sh.sonnei

(72株で供試菌株中の76.6%)が多いからではないかと

も思われるが，注目すぺきことと思う。

供試菌94株のうち， 2：57/m£濃度薬剤SM,CM, 
•TC のいづれかに耐性を示す赤痢菌は93株（98.9%) で

あるが．このうち50株 (53.2%)は1007/m.e濃度の薬

剤に耐性があり， 2．57/m£濃度耐性菌の53.8% 

(~濃度耐性菌総数 X 100)は100"(/口
2.571m.e濃度耐性菌総数

濃度のSM, CM, TCのいづれかに高度耐性を示し

ている。これは，昭和39年の33.3％より高率を示してい

る。耐性菌が，使用薬剤SM,CM,TCの3種， 2種

及び1種に耐性を示すものをみると， 2.571mt濃度耐

性菌は， 3種に対しては49株 (52.1%),2種には16株

(17.1%), l種のみのものは28株 (28.9%)あったが

1007/m.e濃度の酎性菌は， 3種に対しては32株 (34.0

%)'2種には18株(19.2%)あって， 3種薬剤に対し

て， 2．的／況£濃度耐性菌のうちの

65.3%(-100'Y/飢.e濃度3種薬剤耐性菌数 ） 
2.5'Y/肌.e濃度3種薬剤耐性菌数 X 109 

は100'Y/飢£耐性菌である。これは，昭和39年の70.Oo/o 

より梢々低率になっている。

菌型別にみた場合，供試菌株は， 2．57/m,.e濃度の薬

剤に対しては， Sh.flexneri laを除いて， SM,CM;T 

Cのいづれかに耐性を示しているが， 100'Y/飢.e濃度の

薬剤に対しては， Sh.flexneri 2bが供試菌8株中5株

(62. 5%), Sh. sonnei (1相， 2相）は供試菌73株中

45株（61.6%)がSM,CM,TCのいづれかに耐性が

あり，然も，Sh.flexneri 2bの耐性菌5株は， 5株ととも

3種薬剤に耐性を示し， Sh.sonnei Iこ於ては，耐性菌 ～ 

45株中の27株（60.0%)が3種薬剤に耐性を示している

Sh. flxneri 2b及びSh.sonnei以外の菌型では，供試繭株

は少いが，lOO'Y／肌£濃度の耐性菌は認められなかった。

x8‘ 
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第6表 昭和37,38,39,40年分離赤痢菌の抗生物質に対する耐性検査成績

:l̀二二二］‘40 I o/o I I~りぜf 197.9 ＄懇翌 169.1 小計49

391 1 主仁I加1l|2|3| 26二三53

（翌i! |24.5 I」凜！J • l41.sl7間は 111 

93 5| ld 斗4| | 1 | | 24 |斗 16|3| 2| | 3| 3| 29 | | 19| l| | 1 | 3| 
38l 1 ［西 I25.8倉伍 I31.2召圧 柘
37 I |二土□1| | 2| l| | 13 | 2| 71斗1| | 17| 27」□1| | | 2[| 

忠! |14.6慧閉1! |30.3 内討 l1 

第7表 昭和40年分離赤痢菌の抗生物質に対する耐性検査成績（100'Y/m£耐性菌株のみ）‘

目 薬 剤 SM CM  TC 対

日 菌 型 施7設／飢£500 250|100|50|25 10| 5|2.5:50斗250|l00|50卓 52.!: 桝250|100|50125lC si2.f 照
96 Sh. flex. 2b 鷹巣 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋ 
97 ク ク ク ク —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋＋ ＋ ＋ 
98 ，， ケ ク ク —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋＋ ＋＋ ＋ + ＋ 
99 ク ケ ク ク —+ ＋ ＋ ＋ ＋ + + ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ + + ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
100 ケ ク ク ク —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
39 Sh. sonnei 1 花輪 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

128 ク ク ク 大曲 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
129 ，， ケ ク ク —+ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
158 ，， ク ク 秋田 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
160 ク ，， ク ク ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋ 
162 ，， ク ，， ク —+ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋ 
163 ，， ケ ケ ク ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ++  ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
164 ，， ク ク ク ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
165 ク ，， ク ，， ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ + + —+ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋ 
166 I/ ，， ク ，， ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
168 ク ，， ，， ク ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
I69 ク ク ，， ク ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋ 十
170 ケ ケ ケ ，， ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
171 ク ，， ，， ケ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
172 ，， ，， ク ，， + !-＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
175 ク ク ク ク ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
lTJ ，， ケ ，， 大曲 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
179 ，， ク ク ，， —+ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
180 ク ク ク ク —+ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
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181 ク ク` ケ 大曲 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十一 ＋ ＋ ＋ ＋ + 十一 -f + ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
I82 ク ケ ケ ク ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十一 十 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十一 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

183 ケ ケ I/ ケ ＋ ＋ ＋＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 、_ 十` ＋＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

187 ク ク ク ケ —+ ++ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

189 ，， ク ク ク —+ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
190 ク ケ ク ケ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ++ ＋ ＋ ＋ 
192 ケ ケ ク ク ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ++ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
194 ク ク

ヽ ケ ク ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

195 ク ，， ケ ケ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
196 

‘’ 
ク ケ ク ＋ ＋ ++ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ + + ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

197 ク ク ク ク —+ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
198 ケ ク ケ ケ -—+ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
199 ケ ク ク ケ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ++ ＋ ＋ ＋ 
200 ク ク ク ケ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

201 ク ク ク ケ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
208 ク ク ケ 花輪 —+ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ++ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
209 ク ク ク ク ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
210 ，， ク ケ 秋田 —+ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
211 ク ク ク ク —+ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
213 ク ク ク ． 能代 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

.. 

214 ク ク ケ 秋田 —+ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
① ，， ク ケ 花輪 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ++ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋ 
R ク ，， ケ ケ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十
⑧ ケ ク ク ク —+ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
④ ，， ク ク ケ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
215 Sh. sonnei 2 秋田 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋十• —+ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
対照
Sh. flexl la • 

＋ （中村菌種伝研株）


